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めざすのは、

持続可能な地域医療

地域社会に適応する

メッセージ１



地域社会に適応した持続可能な地域医療は？？

〇地域の実情にあった地域医療の姿

〇医療機関、行政（市町村・県・国）、介護等の関係機関、

そして、住民（小学生～高齢者まで）が知恵を出し合いながら、

それぞれの地域で、その地域ならでは医療の姿を作る

〇常に追求し続ける

この延長線上に

【地域社会に適応した持続可能な地域医療】が作られる

メッセージ２



我が国の人口について｜厚生労働省

・人口減少
→高齢化
~後期高齢者の増加
→生産労働人口減少

100年後には
5,000万人を切る

実情に適応した社会の構築
特にインフラ面では
→道路、水道、交通、エネルギー、通信
 流通、教育、公民館・・・・

→医療介護等の含む社会保障含
（制度、施設、人材、システム等）

担い手
不足

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_21481.html




島根県では
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ただし島根県等の地方では人口そのものが
減少するため、総医療需要は減少傾向



2060～

予想

人口が減っても
楽しく・暮らせる
（豊かな）地域

どうつくるか？

人口減少に打ち勝ち、
笑顔で暮らせる島根をつくる

島根県では

その時の医療介護は







第１期の地域医療構想（２０１６－）

〇病床の機能分化・連携

高度急性期、急性期、回復期、慢性期

特に急性期病床を回復期、慢性期

入院医療から在宅医療

〇医療 → 介護（病院から介護施設へ）

全国で

１３－１４万床削減

政策誘導
・診療報酬
・医療介護総合確保基金
・補助金など



県内の病床数の推移

2131床（２５％）削減

１２８７床（１５％）削減



県内圏域の病床数の推移



益田圏域の病床数の推移

２３４床（２８％）削減

２１９床（２６％）削減

益田赤十字病院 284床

益田地域医療センター医師会病院 253床

津和野共存病院 50床

よしか病院 49床

松ヶ丘病院 215床



その時の医療介護需要は？？

All Japan Areal Population-change Analyses; AJAPA
Carest（H30年推計人口対応・全国版）ver.1.2

産業医科大学公衆衛生学HPより 2024



益田圏域では

25％減

53.9千人 39.1千人





益田圏域の外来患者推計（～2050）

３５％減

呼吸器系
妊娠分娩系

循環器系
神経系
筋骨格器系



益田圏域の入院患者推計（～2050）

血液造血系
呼吸器系
感染症系
循環器系

新生物
耳鼻科系
精神系
妊娠分娩系

２７％減



益田市、津和野町、吉賀町では

外来患者減少率 入院患者減少率

益田市 ３２％ ２２％

津和野町 ５３％ ４７％

吉賀町 ５２％ ４７％







主な手術件数の推移
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益田市サービス種別受給者推計（～2045）

2040年までは介護需要は２０％程度
増加し、その後減少する

介護は？
参考
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津和野町サービス種別受給者推計（～2045）

今後２０４０年に向け、介護需要は
20％程度減少する

参考
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2040年の外来は？？

島根県の人口推計スライドだと

640千人（2025）→553千人（2040） 14％減

病院 6,963人/日 → 5，989人/日 1000人減

益田圏域の医療介護需要からみると

３２％減

661人 → 450人  211人減

益田赤十字病院 276床
益田医師会病院 253床
津和野共存病院   49床
よしか病院             50床
松ヶ丘病院 -

??????

病院報告より

益田人口：島根県の0.095



2040年の入院病床は

島根県の人口推計スライドだと

640千人（2025）→553千人（2040） 14％減

7,367床 → 6,365床 1000床減

益田圏域の医療介護需要からみると

27％減

628床 → 458床  170床減

益田赤十字病院 276床
益田医師会病院 253床
津和野共存病院   49床
よしか病院             50床

??????

病床機能報告より



介護は？？？

人材も不足する



今後の地域医療を考えるポイント（例）

１）益田医療圏の2次医療をどう確保するか？

２）益田医療圏の１次医療をどう確保するか？

３）在宅医療をどう確保するか？

４）医療へのアクセスをどう確保するか？

５）医療機関からみた前方連携、後方連携

６）地域包括ケアシステムの構築



離島・中山間地域にある中核病院の役割の一つ

高齢による廃院

週2回医師派遣

高齢による廃院

分院化

～ある地域で～
周辺への支援

市町村単位での一次医療の議論

高齢による廃院

２次医療圏での議論に加えて

歯科も



厚労省資料



課題はたくさんありますが・・

でも、課題がたくさんあるのは、
今だけではありません。
今までも、多くの課題がありま
した。



それを先人が乗り越えてきた
から、今がある。

今度は、今を生きる人が、乗り
越える番です。



地域の（理想の）未来像と現状

未来の姿

現状

やり方は一つじゃない

理想と現状の
ギャップ（問題）

解決するためにや
るべきこと（課題）



バックキャスティングとフォアキャスティング

現状

未来像

未来像

課題解決から
積み上げる

未来から逆算する

バックキャスティング

フォアキャスティング

デザインアプローチ

分析的アプローチ

〇未来をイメージしているので、目的が共有しやすい
〇先が見えて、楽しい
〇協働につながりやすい
×因果関係が見えにくい
×優先順位をつける根拠が見えにくい

〇未来像が低いことがある
〇現状問題から取り組みが出発しやすい
〇データなどにより、多くの人を納得させやすい
×手段が目的化しやすい（目的を見失いやすい）

（1982年 Robinson）

（2010年以降デザイン思考）



バックキャスティングとフォアキャスティング

現状

未来像

課題解決から
積み上げる

未来から
逆算する

バックキャスティング

フォアキャスティング

デザインアプローチ
（デザイン思考）

分析的アプローチ
（分析的思考）

分野を決めてもよい
・保健分野
・医療分野
・介護分野
・商業分野
・農林分野
・フリー
・・・・

全分野を網羅した
ものが、総合計画

いずれの考え方も必要。両方なけ
れば未来像に近づかいない

行ったり来たり ロジックモデル



全体像が大きすぎて、あまり先過ぎるて
イメージがわかない？

今の延長線上に未来がある。

１年後

５年後

１０年後

１５年後



地域社会全体の仕組み
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P D
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P

2010年の地域社会の仕組み

今の地域社会の仕組み

将来の地域社会の仕組み

D

C

2040年の地域社会の仕組みは
今の社会の仕組みの上にある

今の仕組みから考える 実情に合わせて変革

理想の姿を
持ちつつ



誰が考え、行動するか？

〇医療・介護等の関係者

〇患者・利用者及び家族

〇地域住民

〇自治体（市町村、県）

〇学校（小中高、大学等）

〇関係人口 ・・・・

それぞれができることをやる
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